
第

一
立
早

授

業

料

等

授
業
料
分
納
規
程

厚
生
補
導
等

{六
]

達
示
第
五
号

一
九
三
八
(
昭
和
一
三
}
年
三
月
二
六
日

授
業
料
分
納
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
一
条
但
書
ニ
依
ル
授
業
料
分
納
ニ
関
ス
ル
事

項
ハ
本
規
程
一
一
依
リ
之
ヲ
処
理
ス

第
二
条
分
納
額
ハ
左
ノ
割
合
ニ
依
リ
毎
月
十
一
日
迄
ニ
納
付
セ
シ

ム
第
一
回
分

第
二
回
分

金
四
拾
円

金
四
拾
円

第
三
国
分

金
四
拾
円

自
四
月
至
七
月

自
九
月
至
十
二
月

白
川月
、
三
月

毎
月
金
拾
円

毎
月
金
拾
円

金
弐
拾
円

毎
月
金
拾
円

第
三
条

通
則
第
二
十
二
条
第
二
項
ノ
適
用
ヲ
受
ク
ル
者
ノ
分
納
額

ハ
其
ノ
回
ノ
分
ニ
限
リ
毎
月
金
拾
弐
円
ト
ス

第
四
条
分
納
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
休
学
セ

ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
回

ノ
未
納
額
ヲ
納
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
五
条
授
業
料
分
納
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
別
紙
様
式
ノ

願
書
ニ
分
納
セ
ン
ト
ス
ル
期
間
ヲ
明
示
シ
事
由
書
ヲ
添
へ
学
生
課

ヲ
経
テ
総
長
ニ
願
出
ツ
へ
シ

第
六
条
本
規
程
ハ
選
科
生
並
ニ
外
国
学
生
ニ
之
ヲ
準
用
ス

附

則

本
規
程
ハ
昭
和
十
三
年
度
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

(
第
五
条
中
別
紙
様
式
省
略
)

〔注〕

一
九
四
四
・
三
・
=
二
授
業
料
等
分
納
規
程
で
廃
止
。

授
業
料
等
分
納
規
程

[
一
三
]

一
九
四
四
(
昭
和
一
九
)
年
三
月
三
一
日

授
業
料
等
分
納
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
二
条
第
一
項
但
書
ニ
依
ル
授
業
料
並
ニ
第
五

十
四
条
第
一
項
但
書
ニ
依
ル
研
究
料
ノ
分
納
ニ
関
ス
ル
事
項
ハ
本

規
程
一
一
依
リ
之
ヲ
処
理
ス

741 



法令・規則

第
二
条
分
納
月
額
ハ
授
業
料
ニ
在
リ
テ
ハ
金
拾
弐
円
五
拾
銭
、
研

究
料
-
一
在
リ
テ
ハ
金
拾
円
五
拾
銭
ト
シ
毎
月
十
一
日
迄
ニ
納
付
セ

1ノ

ム

第
三
条

分
納
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
左
ノ
手
続
ヲ
為
ス
べ

第 1編

ン一
、
特
別
ノ
事
由
ア
ル
者
ニ
在
リ
テ
ハ
様
式
付
ノ
願
書
ニ
事
由
書

ヲ
添
へ
学
生
課
ヲ
経
由
シ
テ
総
長
ニ
願
出
ヅ
ベ
シ

二
、
陸
海
軍
徴
集
見
込
ノ
者
ニ
在
リ
テ
ハ
様
式
同
ノ
願
書
ニ
学
部

長
ノ
証
明
ヲ
受
ケ
会
計
課
ニ
提
出
ス
ベ
シ

第
四
条
分
納
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
休
学
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
期

ノ
未
納
額
ヲ
納
付
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
但
シ
陸
海
軍
徴
集
見
込
ニ

依
リ
分
納
ヲ
許
サ
レ
タ
ル
者
兵
役
ニ
服
シ
タ
ル
場
合
ハ
此
ノ
限
ニ

在
ラ
ズ

第
五
条

本
規
程
ハ
選
科
生
、
専
修
科
生
並
ニ
外
国
学
生
ニ
之
ヲ
準

用
ス

且

T
1
附
円

闘貝

本
規
程
ハ
昭
和
十
九
年
四
月
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
ニ
入
学
シ
タ
ル
者
ノ
分
納
月

割
額
ハ
授
業
料
ニ
在
リ
テ
ハ
金
拾
円
、
研
究
料
ニ
在
リ
テ
ハ
金

八
円
五
拾
銭
ト
ス

授
業
料
分
納
規
程
ハ
之
ヲ
廃
止
ス

様
式
付
研
究
料
分
納
願
モ
本
様
式
ニ
準
ズ

授
業
料
分
納
願

本
籍
現
住
所

742 

何
学
部
何
学
科
何
年
何
月
入
学

氏

名

今
般
別
紙
事
由
ニ
基
キ
左
記
期
間
授
業
料
等
分
納
規
程
ニ
拠
リ
授

業
料
分
納
致
度
学
資
給
与
者
連
署
ノ
上
此
段
及
御
願
候
也

自
昭
和
何
年
何
月
分

至
昭
和
何
年
何
月
分

昭
和
何
年
何
月
何
日

京
都
帝
国
大
学
総
長

本
人

住
所
本
人
ト
ノ
関
係

学
資
給
与
者

何

某

殿

@ 

氏

名

氏

名

⑮ 

様
式
同
研
究
料
分
納
願
モ
本
様
式
ニ
準
ズ

授
業
料
分
納
願

本
籍
現
住
所



何
学
部
何
学
科
何
年
何
月
入
学

氏

名

何
年
何
月
何
日
隆
(
海
)
寧
徴
集
見
込
ニ
付
左
ノ
期
間
授
業
料
分
納

致
度
此
段
及
御
願
候
也

自
昭
和
何
年
何
月
分

至
昭
和
何
年
何
月
分

昭
和
何
年
何
月
何
日

本
人

何

某

⑫ 

氏

名

京
都
帝
国
大
学
総
長

(
学
部
長
証
明
例
文
)

右
願
出
ノ
通
相
違
ナ
キ
コ
ト
ヲ
証
明
ス

昭
和
何
年
何
月
何
日

殿

学
部
長

⑮ 

氏

名

厚生補導等

昭
二
一
・
七
・
三
達
示
一
二
号
、
昭
二
二
・
四
・
一
二
達
一
不
一
一
号
、

昭
二
三
・
九
・
一
達
示
七
号
、
昭
二
四
・
五
・
二
五
達
示
五
号
、
一

0
・

一
O
達
示
二

O
号
、
昭
二
七
・
五
・
二

O
逮
示
一
二
号

〔
注
〕
一
九
五
三
・
四
・
七
達
示
第
五
号
で
廃
止
。

改
正

第 11章

国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
[
ニ

文
部
省
令
第
一
八
号

一
九
四
七
(
昭
和
二
一
己
年
八
月
二
五
日

国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
五
日
文

部

大

臣

森

戸

辰

男

学
校
教
育
法
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
立
学
校
に
お
い

て
徴
収
す
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
し
て
は
、
文
部
大
臣
の
認

可
を
受
け
て
、
校
長
(
学
長
及
ぴ
園
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
)
が
、
こ

れ
を
定
め
る
。

校
長
は
、
休
学
中
の
者
及
ぴ
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
学
費
の

支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
て
、
授
業
料
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
免
除
し
、
又
は
そ
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

u
H
 

こ
の
省
令
は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
、
こ
れ
を
適
用
す

'
G
。こ

の
省
令
は
、
学
校
教
育
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

従
前
の
規
定
に
よ
る
学
校
と
し
て
存
続
す
る
官
立
学
校
に
お
い
て
徴

収
す
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
し
て
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

こ
の
省
令
適
用
の
際
、
現
に
従
前
の
例
に
よ
り
、
授
業
料
そ
の
他

743 



法令・規員IJ

の
費
用
に
関
し
て
認
可
さ
れ
た
事
項
は
、
こ
れ
を
、
こ
の
省
令
に
よ

っ
て
、
認
可
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

〔注〕

一
九
六
一
・
四
・
一
文
部
省
令
第
九
号
で
廃
止
。

第 l編

四

授
業
料
免
除
減
額
規
程

[六
]

達
示
第
二
二
号

一
九
四
九
{
昭
和
二
四
)
年
一

O
月
二
五
日

授
業
料
免
除
減
額
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
よ
る
授
業
料
の
免
除
又
は
減

額
に
関
す
る
事
項
は
、
本
規
程
に
よ
る
。

第
二
条
授
業
料
の
免
除
又
は
減
額
の
許
可
を
受
け
た
い
者
は
、
別

紙
様
式
の
願
書
に
事
由
香
そ
の
他
必
要
書
類
を
添
え
学
部
長
を
経

由
し
て
学
長
に
願
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
授
業
料
の
免
除
又
は
減
額
の
期
間
は
、
そ
の
年
度
に
限
る
。

第
四
条
免
除
又
は
減
額
の
事
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
翌

月
分
か
ら
年
額
の
十
二
分
の
一
の
割
合
を
も
っ
て
授
業
料
を
徴
収

す
る
。

第
五
条
本
規
程
は
、
選
科
生
及
ぴ
外
国
人
学
生
に
準
用
す
る
。

附

則

本
規
程
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

744 

〔
注
〕
一
九
五
三
・
四
・
七
達
示
第
四
号
で
廃
止
。

五

授
業
料
、
研
究
料
免
除
減
額
規
程

{六
]

達
一
不
第
四
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
)
年
四
月
七
日

授
業
料
、
研
究
料
免
除
減
額
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
よ
る
授
業
料
及
ぴ
同
第
四
十

二
条
第
二
項
に
よ
る
研
究
料
の
免
除
又
は
減
額
に
関
す
る
事
項
は
、

こ
の
規
程
に
よ
る
。

第
二
条
授
業
料
、
研
究
料
の
免
除
又
は
減
額
の
許
可
を
受
け
た
い

者
は
、
別
に
定
め
る
願
書
に
事
由
書
そ
の
他
必
要
書
類
を
添
え
、

学
部
長
を
経
由
し
て
、
学
長
に
願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
授
業
料
、
研
究
料
の
免
除
又
は
減
額
の
期
間
は
、
そ
の
年

度
に
限
る
。
免
除
又
は
減
額
の
事
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
そ

の
翌
月
分
か
ら
年
額
の
十
二
分
の
一
の
割
合
を
も
っ
て
授
業
料
、

研
究
料
を
徴
収
す
る
。

叫

円

恥

目

配

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

l 



2 

こ
の
規
程
は
、
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生
及
ぴ
通
則
第
五

十
一
条
に
定
め
る
者
の
授
業
料
研
究
料
及
ぴ
聴
講
料
等
に
準
用
す

る。

3 

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
五
日
制
定
の
授
業
料
免
除
減
額
規
程

は
、
廃
止
す
る
。

〔注〕

一
九
六
一
・
三
・
七
達
示
第
三
号
で
全
部
改
正
。

~ ，、

授
業
料
、
研
究
料
分
納
規
程

[
六
]

達
示
第
五
号

一
九
五
三
(
昭
和
二
八
〉
年
四
月
七
日

厚生補導等

授
業
料
、
研
究
料
分
納
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
よ
る
授
業
料
及
び
同
第
四
十

二
条
第
二
項
に
よ
る
研
究
料
の
分
納
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
の
規

程
に
よ
る
。

第
二
条
授
業
料
の
分
納
額
は
、
月
額
金
五
百
円
、
研
究
料
の
分
納

額
は
、
月
額
金
七
百
五
拾
円
と
し
、
毎
月
十
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
授
業
料
又
は
研
究
料
分
納
の
許
可
を
受
け
た
い
者
は
、
別

に
定
め
る
願
書
に
分
納
の
期
間
を
明
示
し
、
事
由
書
を
添
え
、
学

第 11章

生
部
を
経
由
し
て
、
学
長
に
願
い
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
分
納
を
許
可
さ
れ
た
者
が
休
学
す
る
と
き
は
、
そ
の
期
の

未
納
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

1

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

昭
和
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
入
学
者
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

3

こ
の
規
程
は
、
外
国
学
生
、
委
託
生
、
聴
講
生
及
ぴ
通
則
第
五

十
一
条
に
定
め
る
者
の
授
業
料
、
研
究
料
及
び
聴
講
料
等
に
つ
き

準
用
す
る
。

4 

昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
制
定
の
授
業
料
分
納
規
程
は
、
廃

止
す
る
。

改
正

昭
=
=
・
四
・
一

O
達
一
ホ
九
号

〔注〕

一
九
六

一
・
三
・
七
達
示
第
四
号
で
廃
止
。

745 



七

国
立
学
校
設
置
法
一
部
改
正
〔
抄
〕
〔
授
業
料
免
除
・
猶
予
規
定

追
加
〕

法令・規則

[

一

]

法
律
第
二
ハ
号

一
九
六
O
(昭
和
三
五
)
年
三
月
三
一
日

第 l編

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〔
中
略
〕

第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
五
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

(
国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
の
免
除
及
ぴ
猶
予
)

第
十
二
条
国
立
学
校
の
校
長
(
国
立
大
学
又
は
国
立
大
学
の
学
部

に
附
属
し
て
設
置
さ
れ
る
学
校
に
あ
っ
て
は
、
当
該
国
立
大
学
の

学
長
)
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
納
付
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
、
か
っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

授
業
料
そ
の
他
の
費
用
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
免
除
し
、
又
は

そ
の
徴
収
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
昭
和
三
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔
以
下
略
〕

1 

j¥ 

国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
の
免
除
文
は
徴
収

の

猶

予

に

関

す

る

政

令

[

こ

政
令
第
九
七
号

一
九
六
O
(昭
和
三
五
)
年
四
月
一
五
日

746 

国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
の
免
除
又
は
徴
収
の

翁
予
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

昭
和
三
十
五
年
四
月
十
五
日内
閣
総
理
大
臣

岸

信
介

政
令
第
九
十
七
号

国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
の
免
除
又
は
徴

収
の
猶
予
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
立
学
校
設
置
法
(
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)

第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

(
経
済
的
理
由
等
に
基
づ
く
免
除
及
ぴ
徴
収
の
猶
予
)

第
一
条
国
立
学
校
設
置
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
そ
の

他
の
費
用
(
こ
れ
ら
に
係
る
延
滞
金
を
含
む
。
以
下
「
授
業
料
等
」

と
い
う
。
)
の
免
除
で
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
納
付
が
困
難
で
あ

り
、
か
っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
係
る
も
の
又
は
同

条
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
等
の
徴
収
の
猶
予
は
、
各
年
度
ご
と
に
、

当
該
年
度
に
係
る
授
業
料
等
に
つ
い
て
、
免
除
又
は
徴
収
の
猶
予



を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
申
請
に
基
づ
き
行
な
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
徴
収
の
猶
予
の
期
間
は
、
当
該
年
度
を
こ

え
て
定
め
な
い
も
の
と
す
る
。

(
経
済
的
理
由
等
に
基
づ
き
免
除
を
行
な
う
場
合
に
お
け
る
額
の
範

囲
)

第
二
条
前
条
の
規
定
に
よ
り
免
除
を
行
な
う
場
合
に
お
け
る
当
該

免
除
に
係
る
各
国
立
学
校
ご
と
の
授
業
料
等
の
額
は
、
文
部
大
臣

が
大
蔵
大
臣
と
協
議
し
て
授
業
料
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
に
つ
い

て
定
め
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
文
部
大
臣
が
各
国
立
学
校
ご

と
に
定
め
る
額
を
こ
、
え
な
い
も
の
と
す
る
。

(
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
の
免
除
)

第
三
条
前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
休
学
、
死
亡
等
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
授
業
料
等

の
免
除
に
つ
い
て
は
、
文
部
大
臣
が
大
蔵
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

ヲ
匂
〉
』
こ
"
つ
に
ト
す
令
。

厚生補導等

(
実
施
規
定
)

第
四
条
こ
の
政
令
で
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
授
業
料
等
の
免
除
又

は
徴
収
の
猶
予
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
文
部
大
臣
が

定
め
る
。

第 11章

e
-
E』
剛
円

目
見

」
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十
五
年
四
月

日
か
ら
適
用
す
る
。

大

蔵

大

臣

文

部

大

臣

内
閣
総
理
大
臣

佐

藤

栄

作

松
田
竹
千
代

岸

信

介

〔
注
〕
一
九
八
四
・
六
・
二
八
政
令
第
二
三
O
号
で
廃
止
。

九

授
業
料
、
研
究
料
免
除
規
程

[六
}

達
示
第
三
号

一
九
六
一
(
昭
和
三
六
)
年
三
月
七
日

授
業
料
、
研
究
料
免
除
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
よ
る
授
業
料
の
免
除
お
よ
び

同
第
四
十
六
条
に
よ
る
研
究
料
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程

に
ト
す
令
。

第
二
条

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
授
業
料
、
研
究
料

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
授
業
料
、
研
究
料
の
納
付
が
困
難

で
あ
り
、
か
っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二
風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
、
授
業
料
、
研
究
料
の
納
付
が
、

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

747 



法令・規則

死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
の
た
め
、
学
籍
を
除
か
れ
た
場
合

通
則
第
十
九
条
第
三
号
に
よ
り
除
籍
さ
れ
、
通
則
第
十
四
条

ま
た
は
第
三
十
五
条
に
よ
る
再
入
学
願
い
出
の
期
間
を
満
了
し

た
場
合

五
授
業
料
、
研
究
料
の
徴
収
指
予
を
許
可
さ
れ
た
者
が
、
退
学

し
た
場
合

第
三
条
前
条
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
に
よ
っ
て
、
授
業
料
、
研
究

料
の
免
除
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
願
書
に
事

由
書
そ
の
他
必
要
書
類
を
添
え
、
学
部
長
を
経
由
し
て
、
総
長
に

願
い
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

第1編

F付

ロM
只

こ
の
改
正
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

{注〕

一
九
七
八
・
二
・
二
一
達
示
第
五
号
で
廃
止
。

。
授
業
料
、
研
究
料
徴
収
猶
予
規
程

[
六
]

途
示
第
四
号

一
九
六
一
(
昭
和
三
六
}
年
三
月
七
日

授
業
料
、
研
究
料
徴
収
猶
予
規
程

第
一
条
通
則
第
二
十
三
条
第
二
項
に
よ
る
授
業
料
の
徴
収
猶
予
、

お
よ
び
同
第
四
十
六
条
に
よ
る
研
究
料
の
徴
収
猶
予
に
つ
い
て
は
、

こ
の
規
程
に
よ
る
。

第
二
条
次
の
各
国
す
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
授
業
料
、
研
究
料

の
徴
収
猶
予
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、
納
付
期
限
ま
で
に
、
授
業
料
、
研

究
料
の
納
付
が
困
難
で
あ
り
、
か
っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
ら
れ

る
場
合

二
風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
、
授
業
料
、
研
究
料
の
納
付
が
、

困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三
行
方
不
明
の
場
合

四
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

第
三
条
前
条
各
号
に
よ
っ
て
、
授
業
料
、
研
究
料
の
徴
収
猶
予
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
願
書
に
事
由
書
そ
の
他

必
要
書
類
を
添
え
、
学
部
長
を
経
・
回
し
て
、
総
長
に
願
い
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
前
条
の
徴
収
猶
予
の
期
聞
は
、
当
該
年
度
の
終
り
ま
で
と

す
る
。

2

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
授
業
料
、
研
究
料
の
月
割
分
納

を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
月
割
分
納
額
は
、
年

額
の
十
二
分
の
一
と
し
、
毎
月
十
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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2 

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
六
年
三
月
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

授
業
料
、
研
究
料
分
納
規
程
(
昭
和
二
十
八
年
逮
示
第
五
号
)
は
、

廃
止
す
る
。

1 
〔注〕

一
九
七
八

・
二
・
一
二
達
示
第
五
号
で
廃
止
。

国
立
の
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
す
る
省

令
〔
抄
〕

[

一

]

文
部
省
令
第
九
号

一
九
六
一
(
昭
和
三
六
)
年
四
月
一
日

厚生補導等

国
立
学
校
設
置
法
(昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
五
十
号
)
第
十
三
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
国
立
の
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用

に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日

文
部
大
臣
荒
木
高
害
時
夫

国
立
の
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
す
る
省

令

(
趣
旨
)

第
一
条

第 11章

国
立
の
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
し
て

は
、
他
の
法
令
に
別
段
の
定
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る。

(
授
業
料
、
入
学
料
及
ぴ
検
定
料
の
額
)

第
二
条
国
立
の
学
校
に
お
い
て
徴
収
す
る
授
業
料
(
幼
稚
園
に
あ
っ

て
は
、
保
育
料
。
以
下
同
じ
。
)
、
入
学
料
(
幼
稚
園
に
あ
っ
て
は
、

入
園
料
。
以
下
同
じ
。
)
及
び
検
定
料
の
額
は
、
次
の
表
の
と
お
り

と
す
る
。

院大学 学部
区

科究研 の

大学
分

一 九年額 授
、
業

五 。。。
料。O円
入

、
学。。。。
料。O円
検

一 一、 { 疋。。。。
料。。円

〔京
大
関
係
の
み
〕

2 

留
学
生
課
程
に
お
い
て
徴
収
す
る
授
業
料
、
入
学
料
及
ぴ
検
定

料
の
額
は
、
学
部
(
留
学
生
課
程
の
第
一
年
次
に
係
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
短
期
大
学
)
に
お
い
て
徴
収
す
る
こ
れ
ら
の
費
用
の
額
の
例

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

〔
中
略
〕

(
授
業
料
の
徴
収
方
法
)

第
三
条
授
業
料
の
徴
収
は
、
各
年
度
に
係
る
授
業
料
に
つ
い
て
、

前
期
及
ぴ
後
期
の
二
期
に
区
分
し
て
行
な
う
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
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れ
の
期
に
お
い
て
徴
収
す
る
額
は
、
年
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
額
と
す
る
。

2

前
項
の
授
業
料
は
、
前
期
に
あ
っ
て
は
四
月
、
後
期
に
あ
っ
て

は
十
月
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

(
入
学
の
時
期
が
徴
収
の
時
期
後
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
授
業
料
の

額
及
ぴ
徴
収
方
法
)

第
四
条
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
入
学
の
時
期
が
徴
収
の
時
期
後
で

あ
る
場
合
に
前
期
又
は
後
期
に
お
い
て
徴
収
す
る
授
業
料
の
額
は
、

授
業
料
の
年
額
の
十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
入
学
し
た
日
の

属
す
る
月
か
ら
次
の
徴
収
の
時
期
前
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た

額
と
し
、
入
学
の
日
の
属
す
る
月
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

(
復
学
等
の
場
合
に
お
け
る
授
業
料
の
額
及
ぴ
徴
収
方
法
)

第
五
条
前
期
又
は
後
期
の
中
途
に
お
い
て
復
学
、
転
学
、
編
入
学

又
は
再
入
学
(
以
下
「
復
学
等
」
と
い
う
。
)
を
し
た
者
か
ら
前
期
又

は
後
期
に
お
い
て
徴
収
す
る
授
業
料
の
額
は
、
授
業
料
の
年
額
の

十
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
復
学
等
の
日
の
属
す
る
月
か
ら
次

の
徴
収
の
時
期
前
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
復
学
等

の
日
の
属
す
る
月
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

(
学
年
の
中
途
で
卒
業
等
を
す
る
場
合
に
お
け
る
授
業
料
の
額
及
ぴ

徴
収
方
法
)

第
六
粂
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
学
年
の
中
途
で
卒
業
し
、

法令・規則第 1編

又
は
修

了
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
授
業
料
の
額
は
、
授
業
料
の
年
額
の
十

二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
在
学
す
る
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と

し
、
当
該
学
年
の
始
め
の
月
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

卒
業
し
、
又
は
修
了
す
る
月
が
後
期
の
徴
収
の
時
期
後
で
あ
る
と

き
は
、
後
期
の
徴
収
の
時
期
後
の
在
学
期
間
に
係
る
授
業
料
は
、

後
期
の
徴
収
の
時
期
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

(
退
学
の
場
合
に
お
け
る
授
業
料
の
額
)

第
七
条
後
期
の
徴
収
の
時
期
前
に
退
学
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
授

業
料
の
額
は
、
授
業
料
の
年
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
す

?
Q

。

750 

(
入
学
料
及
ぴ
検
定
料
の
徴
収
方
法
)

第
八
条
入
学
料
は
、
入
学
を
許
可
す
る
と
き
に
徴
収
す
る
も
の
と

す
る
。検
定
料
は
、
入
学
等
の
志
望
を
受
理
す
る
と
き
に
徴
収
す
る
も

の
と
す
る
。

(
寄
宿
料
の
額
及
ぴ
徴
収
方
法
)

第
九
条
寄
宿
料
の
額
は
、
月
額
百
円
と
す
る
。

2

寄
宿
料
は
、
寄
宿
舎
に
入
合
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
退
合
す

る
日
の
属
す
る
月
ま
で
毎
月
そ
の
月
の
分
を
徴
収
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
休
業
期
間
中
の
分
は
、
休
業
期
間
前
に
徴
収
す
る

も
の
と
す
る
。

2 



厚生補導等

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
又
は
生
徒
の
申
し
出
又
は

承
諾
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
年
度
内
に
徴
収
す
る
寄
宿
料
の
額

の
総
額
の
範
囲
内
で
、
そ
の
申
し
出
又
は
承
諾
に
係
る
額
を
、
そ

の
際
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

(
文
部
大
臣
の
承
認
を
要
す
る
費
用
の
額
及
ぴ
徴
収
方
法
)

第
十
条
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
診
療
料
、
検
査
料
、

手
数
料
そ
の
他
の
国
立
の
学
校
に
お
け
る
費
用
に
関
し
て
は
、
文

部
大
臣
の
承
認
を
得
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
学
校
の
長
(
附
属
学
校
に

あ
っ
て
は
、
当
該
大
学
又
は
短
期
大
学
の
学
長
)
が
定
め
る
。

附

則

1

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

2

国
立
学
校
に
お
け
る
授
業
料
そ
の
他
の
費
用
に
関
す
る
件
(
昭
和

二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
八
号
)
は
、
廃
止
す
る
。

3

こ
の
省
令
施
行
の
際
第
二
条
に
定
め
る
授
業
料
の
額
と
異
な
る

額
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
者
に
係
る
授
業
料
の
額
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

4

こ
の
省
令
施
行
前
に
お
い
て
、
従
前
の
例
に
よ
り
行
な
わ
れ
た

文
部
大
臣
の
認
可
は
、
こ
の
省
令
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
承
認
と
み

な
す
。

3 

第 11章

改

E

昭
三
六
文
令
一
一
、
昭
三
七
文
令
一
九
、
文
令
二
四
、
文
令
二
八
、
昭

三
八
文
令
一
三
、
昭
四
O
文
令
一
九
、
昭
四

一
文
令
七
、

昭
四
四
文
令

}
七
、
文
令
一
八
、
昭
四
七
文
令
一
三
、
昭
四
九
文
令
二
O
、
昭
五
O

文
令
七
、
文
令
三
八
、
昭
五
一
文
令
一
一

、
昭
五
二
文
令
九
、
昭
五
三

文
令
九
、
文
令
二
四
、
昭
五
回
文
令
七
、
文
令
二
四
、
昭
五
五
文
令
九
、

文
令
一
一
、
昭
五
六
文
令
一
五
、
昭
五
七
文
令
一
五
、
昭
五
八
文
令
一

四
、
昭
五
九
文
令
五
、
昭
六
O
文
令
一
三
、
昭
六
一
文
令
一
六
、
文
令

二
八
、
昭
六
ニ
文
令
二
三
、
文
令
二
八
、
昭
六
三
文
令
一
一

、
文
令
二

O
、
文
令
三
九
、
平
一冗
文
令
五
、
文
令

一
九
、
文
令
二
九
、

平
二
文
令

二
八
、
平
三
文
令
二
一
二
、
文
令
三
五
、
平
四
文
令
一
一
、
文
令
三
六
、

平
五
文
令
一
三
、
文
令
二
八
、
平
六
文
令
二
三
、
文
令
四
回
、
平
七
文

令
一
一
、
文
令
一
八
、
平
八
文
令
三
五
、
平
九
文
令
二
五
、
平
一

O
文

令
一
八

授
業
料
、
入
学
料
免
除
等
規
程

[
六
]

達
示
第
五
号

一
九
七
八
(
昭
和
五
三
)
年
二
月
二
一
日

京
都
大
学
授
業
料
、
入
学
料
免
除
等
規
程

(
趣
旨
)

第
一
条
京
都
大
学
に
お
け
る
学
部
及
び
大
学
院
の
授
業
料
の
免
除
、

徴
収
猶
予
及
ぴ
月
割
分
納
の
許
可
(
以
下
「
免
除
等
」
と
い
う
。
)
並

ぴ
に
入
学
料
の
免
除
に
関
し
て
は
、
京
都
大
学
通
則
{
昭
和
二
十
八

年
達
示
第
三
号
。
以
下
「
通
則
」
と
い
う
。
)
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
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(
授
業
料
の
免
除
)

第
二
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
の
事
由
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

願
い
出
に
よ
り
、
第
一
号
に
掲
げ
る
場
A
間
に
あ
っ
て
は
当
該
期
分

の
授
業
料
の
全
額
又
は
半
額
を
、
第
二
号
及
ぴ
第
三
号
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
事
由
発
生
の
日
の
属
す
る
期
又
は
そ
の
翌

期
分
の
授
業
料
の
全
額
又
は
半
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
免
除
す
る
こ
と

が
あ
る
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
学
部

学
生
の
入
学
し
た
日
の
属
す
る
期
分
の
授
業
料
は
免
除
し
な
い
。

一
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
授
業
料
の
納
付
が
困
難
で
あ
り
、
か

っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二
授
業
料
の
納
付
期
限
前
六
月
以
内
(
入
学
し
た
日
の
属
す
る
期

分
の
授
業
料
の
免
除
の
場
合
は
、
入
学
前
一
年
以
内
)
に
お
い
て
、

そ
の
者
の
学
資
を
主
と
し
て
負
担
す
る
者
(
以
下
「
晶
子
資
負
担
者
」

と
い
う
。
)
が
死
亡
し
、
又
は
そ
の
者
若
し
く
は
学
資
負
担
者
が

風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
、
授
業
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
と

認
め
ら
れ
る
場
合

三
前
号
に
準
ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
総
長
が
相
当
と
認
め
る
事

由
が
あ
る
場
合

2

次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
の
事
由
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
未
納
の
授
業

料
の
全
額
を
、
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
月
割
計
算
に

第 l編

よ
り
退
学
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
の
授
業
料
の
全
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
免
除
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
死
亡
又
は
行
方
不
明
の
た
め
除
籍
さ
れ
た
場
合

三
通
則
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
学
生
の
身
分
を
失
つ

た
場
合

三
通
則
第
十
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
除
籍
さ
れ
、
通
則
第

十
四
条
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
再
入
学
の
願
出
期
間

を
経
過
し
た
場
合

四
授
業
料
の
徴
収
猶
予
又
は
月
割
分
納
の
期
間
中
に
退
学
し
た

場
合

3

休
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
月
割
計
算
に
よ
り
休
学
す
る
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
(
休
学
す
る
日
が
月
の
初
日
か
ら
の
と
き
は
、
そ

の
月
)
か
ら
復
学
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
授
業
料
を
免
除

す
る
。
た
だ
し
、
休
学
す
る
日
が
授
業
料
の
納
付
期
限
経
過
後
で

あ
っ
て
、
授
業
料
の
徴
収
猶
予
又
は
月
割
分
納
を
許
可
さ
れ
て
い

な
い
者
の
当
該
期
の
授
業
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
授
業
料
の
徴
収
猶
予
及
ぴ
月
割
分
納
の
許
可
)

第
三
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
の
事
由
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

願
い
出
に
よ
り
、
当
該
期
分
の
授
業
料
の
徴
収
を
猶
予
し
、
又
は

月
割
分
納
を
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
納
付
期
限
ま
で
に
授
業
料
の
納
付
が
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困
難
で
あ
り
、
か
っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二
行
方
不
明
の
場
合

三
そ
の
者
又
は
学
資
負
担
者
が
災
害
を
受
け
、
納
付
期
限
ま
で

に
授
業
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

四
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付
期
限
ま
で
に
授
業

料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

2

授
業
料
の
徴
収
を
猶
予
さ
れ
た
場
合
の
授
業
料
の
納
付
期
限
は
、

当
該
期
の
末
日
ま
で
と
す
る
。

3

授
業
料
の
月
割
分
納
を
許
可
さ
れ
た
場
合
の
月
割
分
納
額
の
納

付
期
限
は
、
毎
月
末
日
ま
で
と
す
る
。

(
授
業
料
の
免
除
等
の
出
願
手
続
)

第
四
条
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
免
除
又
は
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
徴
収
猶
予
若
し
く
は
月
割
分
納

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
願
書
に
次
の
各
号
に

掲
げ
る
書
類
を
添
え
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、
学
部
学
生
の
場
合

に
あ
っ
て
は
当
該
学
部
又
は
教
養
部
の
長
を
、
大
学
院
学
生
の
場

合
に
あ
っ
て
は
当
該
研
究
科
の
長
を
経
て
、
総
長
に
願
い
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
事
由
主
回

二
授
業
料
の
納
付
が
困
難
な
当
該
事
由
を
認
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
市
区
町
村
長
の
証
明
書

第 11章

そ
の
他
当
該
学
部
、
教
養
部
又
は
研
究
科
の
長
が
特
に
必
要

と
認
め
る
書
類

授
業
料
の
免
除
等
の
出
願
期
日
は
、
各
期
の
初
め
に
告
知
す
る
。

授
業
料
の
免
除
等
の
願
書
並
び
に
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号

の
書
類
の
様
式
は
、
総
長
が
別
に
定
め
る
。

(
入
学
料
の
免
除
)

第
五
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
の
事
由
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

願
い
出
に
よ
り
、
入
学
料
の
全
額
又
は
半
額
を
免
除
す
る
こ
と
が

あ
る
。

2 3 2 
一
本
学
の
学
部
を
卒
業
し
、
引
き
続
き
大
学
院
の
研
究
科
に
入

学
す
る
者
で
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
入
学
料
の
納
付
が
困
難

で
あ
り
、
か
っ
、
学
業
優
秀
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二
入
学
前
一
年
以
内
に
お
い
て
、
学
資
負
担
者
が
死
亡
し
、
又

は
そ
の
者
若
し
く
は
学
資
負
担
者
が
風
水
害
等
の
災
害
を
受
け
、

入
学
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合

三
前
号
に
準
ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
総
長
が
相
当
と
認
め
る
事

由
が
あ
る
場
合

次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
別
の
事
由
の
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
未

納
の
入
学
料
の
全
額
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一
入
学
料
の
免
除
を
願
い
出
た
後
、
こ
れ
に
対
す
る
決
定
が
な

さ
れ
る
ま
で
の
問
に
死
亡
し
た
場
合
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二
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
学
料
を
納
め
る
べ
き
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
納
め
る
べ
き
期
間
内
に
死
亡
し
た
場
合

三
通
則
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
学
生
の
身
分
を
失
つ

た
場
合

(
入
学
料
免
除
の
出
願
手
続
)

第
六
条
前
粂
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
料
の
免
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
は
、
所
定
の
願
書
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
、

所
定
の
期
日
ま
で
に
、
学
部
に
入
学
す
る
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は

当
該
学
部
の
長
を
、
大
学
院
の
研
究
科
に
入
学
す
る
者
の
場
合
に

あ
っ
て
は
当
該
研
究
科
の
長
を
経
て
、
総
長
に
願
い
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一

事

由

書

二
入
学
料
の
納
付
が
困
難
な
当
該
事
由
を
認
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
市
区
町
村
長
の
証
明
書

そ
の
他
当
該
学
部
又
は
研
究
科
の
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る

第 1編

一一一書
類

2

入
学
料
の
免
除
の
出
願
期
日
は
、
入
学
す
る
者
に
通
知
す
る
。

3

入
学
料
の
免
除
の
願
書
並
ぴ
に
第
一
項
第
一
号
及
ぴ
第
二
号
の

書
類
の
様
式
は
、
総
長
が
別
に
定
め
る
。

(
選
考
等
)

第
七
条
授
業
料
の
免
除
等
及
ぴ
入
学
料
の
免
除
の
決
定
は
、
学
生

2 
部
委
員
会
の
議
を
経
て
、
総
長
が
行
う
。

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

授
業
料
の
免
除
及
ぴ
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
料
の
免

除
の
決
定
は
、
当
該
学
部
、
教
養
部
又
は
研
究
科
の
長
の
申
出
に

基
づ
き
‘
総
長
が
行
う
。

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
免
除
等
の
願
い
出
及

び
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
料
の
免
除
の
願
い
出
に
対
し

決
定
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
学
生
部
長
は
、
学
部
学
生
又
は
学
部

に
入
学
す
る
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
学
部
又
は
教
養
部
の
長

を
、
大
学
院
学
生
又
は
大
学
院
の
研
究
科
に
入
学
す
る
者
の
場
合

に
あ
っ
て
は
当
該
研
究
科
の
長
を
経
て
、
そ
の
旨
を
出
願
者
に
通

知
す
る
。
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3 
(
免
除
等
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
授
業
料
、
入
学
料
の
納
付
)

第
八
条
第
四
条
第
一
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
の
免
除
等
の
願
い

出
に
対
し
、
免
除
し
な
い
決
定
、
半
額
を
免
除
す
る
決
定
、
徴
収

を
猶
予
し
な
い
決
定
又
は
月
割
分
納
を
許
可
し
な
い
決
定
が
な
さ

れ
た
と
き
は
、
出
願
者
は
、
そ
の
通
知
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算

し
て
三
十
日
以
内
に
納
め
る
べ
き
授
業
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

2

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
学
料
の
免
除
の
願
い
出
に
対

し
、
免
除
し
な
い
決
定
又
は
半
額
を
免
除
す
る
決
定
が
な
さ
れ
た
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と
き
は
、
出
願
者
は
、
そ
の
通
知
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て

十
四
日
以
内
に
、
納
め
る
べ
き
入
学
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
授
業
料
の
免
除
等
及
び
入
学
料
の
免
除
の
取
消
)

第
九
条
授
業
料
の
免
除
、
徴
収
猶
予
又
は
月
割
分
納
の
許
可
を
受

け
て
い
る
者
は
、
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
学
部
学
生
の

場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
学
部
又
は
教
養
部
の
長
を
、
大
学
院
学
生

の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
研
究
科
の
長
を
経
て
、
そ
の
旨
を
遅
滞

な
く
総
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
総
長
は
、
当
該
授
業
料
の
免

除
、
徴
収
猶
予
又
は
月
割
分
納
の
許
可
を
取
り
消
す
。

3

前
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
料
の
免
除
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に

あ
っ
て
は
月
割
計
算
に
よ
り
当
該
事
由
の
消
滅
し
た
月
以
降
の
授

業
料
の
全
額
を
、
徴
収
猶
予
又
は
月
割
分
納
の
許
可
を
取
り
消
さ

〔

7

7
〕

れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
土
木
納
の
授
業
料
の
金
額
を
速
や
か
に
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
授
業
料
の
免
除
、
徴
収
猶
予
若
し
く
は
月
割
分
納
の
許
可

若
し
く
は
入
学
料
の
免
除
を
不
正
の
方
法
に
よ
り
受
け
た
者
又
は

前
条
第
一
項
の
届
出
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
総
長
は
、
学
生

部
委
員
会
の
議
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
授
業
料
の
免
除
、
徴
収

猶
予
若
し
く
は
月
割
分
納
の
許
可
又
は
入
学
料
の
免
除
を
取
り
消

第 11宣言

2 
占

9
e前
項
の
規
定
に
よ
り
授
業
料
の
免
除
又
は
入
学
料
の
免
除
を
取

り
消
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
授
業
料
又
は
入
学
科
の
全
額
を
、

授
業
料
の
徴
収
猶
予
又
は
月
割
分
納
の
許
可
を
取
り
消
さ
れ
た
場

合
に
あ
っ
て
は
未
納
の
授
業
料
の
全
額
を
直
ち
に
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
一
条
第
七
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
九
条
及
ぴ
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
授
業
料
の
免
除
等
の
取
消
し
及
び
入
学
料
の
免
除
の
取

消
し
が
あ
っ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

(
雑
則
)

第
十
二
条

1 

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
程
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
長
が
別
に
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

授
業
料
免
除
規
程
(
昭
和
三
十
六
年
達
示
第
三
号
)

授
業
料
徴
収
猶
予
規
程
(
昭
和
三
十
六
年
達
示
第
四
号
)

2 

改
正

昭
五
三
・
四
・
一
八
達
示
二
八
号
、
昭
六
二

・
三

・一

O
達
一
歪
ハ
号
、

平
二
・
一
-
二
三
達
示
一
号
、
平
四
・

六
・
九
達
示
一
七
号
、
平
五
・

四
・
一
三
達
示
五
一
号
、
平
八
・
四
・
二
達
示
一
八
号
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国
立
学
校
設
置
法
施
行
令

〔授
業
料
等
の
免
除
ま
た
は
徴
収

の
猶
予
を
規
定
〕

[

一

}

政
令
第
二
三

O
号

一
九
八
四
(
昭
和
五
九
)
年
六
月
二
八
日

第 1編

第
十
|
十
三
条

〔
本
文
は
六
五
頁
参
照
〕

寄

4-
I=t 

宿

寄
宿
料
徴
収
規
程

[一一一一]

達
示
第
一
五
号

一
八
九
七
{
明
治
三

O
)
年
一

O
月
一

一
日

寄
宿
料
納
付
手
続

第
一
条
寄
宿
料
収
納
日
ハ
毎
月
廿
五
日
ト
シ
当
日
休
暇
ニ
当
ル
ト

キ
ハ
繰
下
グ
ペ
シ

但
時
間
ハ
其
時
々
之
ヲ
掲
示
ス

寄
宿
料
ヲ
納
付
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
納
附
書
(
脚
ト
号
)
ニ
式

ノ
如
ク
記
名
調
印
シ
之
ニ
現
金
井
領
収
証
書
(
抑

ι号
)
ヲ
添
へ
本
学

収
入
官
吏
へ
納
付
シ
領
収
ノ
証
印
ヲ
受
ク
ペ
シ

第
二
条

第
一
号
室
田
式
一
金

756 

納附

科
大
学
々
生

書

証
書
番
号

月

号

日

第
二
号
室
田
式

六三十九

事富金

第

月分 分月 二月 分月

分

寄宿号月月月月

日日日目 料領

京書i 聖主
領収 領収 領収 領収

七
拾 収

七四月 ー十
五 証

月 月月 銭也
分分分分

月月月月
イE 手ヰ
半
大

日日日 日 ケ 学

学警 入 領収 領収 収領 領収 金月 々
生

大鑑記東官
八五二十

拾月 月分月一
分分 月 七

分 銭

暢
月 月 月 月 五

取 日 日 日 日 厘

扱 収領 領収 領収 領収 納

改
正

明
三
八

・
三

・
三
O
逮
示
一
号
、
明
四

一
・
四
・
六
逮
示
七
号
、
明
四

二
・
三

・
一
三

逮
示
五
号
、
六
・
一
一
達
示
二
ニ
号
、
大
二
・
七

・
一

0
、
大
一
ニ

・
七
・
一
一
、
大
八
・
六
・
四
、
大
一

0
・
三

・
一
O
、
大

一
四

・
三
・
二
四
途
示
二

O
号
、
昭
二
三
・

一
一
・
二
達
示
二
ハ
号
、

昭
二
四

・
五

・
二
五
逮
示
六
号
、
昭
二
五
・
三

・
一
五
達
示
七
号
、
昭



〔注〕

二
八
・
五
・
一
二
逮
示
二
七
号

一
九
五
九
・
二
・
一

O
達
示
第
二
号
で
廃
止
。

寄
宿
舎
宇
治
寮
規
程

{六
]

達
一
不
第
一
八
号

一
九
五
一
一
(
昭
和
二
七
)
年
六
月
二
三
日

厚生補導等

京
都
大
学
寄
宿
舎
宇
治
寮
規
程

第
一
条
こ
の
寄
宿
舎
は
、
宇
治
分
校
の
学
生
で
、
入
舎
希
望
の
者

を
選
考
の
上
収
容
す
る
。

合
生
は
、
毎
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
更
新
す
る
。

第
二
条
こ
の
寄
宿
舎
に
入
舎
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定
の
願
書
に

履
歴
書
及
ぴ
写
真
(
手
札
形
半
身
)
を
添
え
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、

学
生
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
入
舎
希
望
者
を
選
考
す
る
た
め
選
考
委
員
会
を
設
け
、
委

ロ
貝
に
学
生
部
長
の
委
嘱
し
た
教
官
若
干
名
及
ぴ
学
生
部
厚
生
課
長

を
あ
て
る
。

第 ll:'lき

第
四
条
入
舎
の
願
書
を
提
出
し
た
者
は
、
指
定
の
日
時
に
、
選
考

委
員
に
面
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
選
考
委
員
会
の
選
考
に
合
格
し
た
も
の
に
つ
き
、
身
体
検

査
を
経
て
入
舎
を
許
可
す
る
。

第
六
条
入
舎
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
入
舎
の

手
続
を
了
し
、
入
舎
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
由
な
く
手
続
を

怠
り
、
ま
た
は
入
合
し
な
い
者
は
、
許
可
を
取
消
す
こ
と
が
あ
る
。

第
七
条
収
容
人
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
補
欠
入
舎
を
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
入
舎
は
、
月
の
始
め
と
す
る
。

第
八
条
入
舎
を
許
可
せ
ら
れ
た
者
は
、
寄
宿
料
月
額
一

O
O円
お

よ
ぴ
本
学
の
指
定
す
る
電
力
料
を
毎
月
所
定
の
日
ま
で
に
、
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
休
学
を
願
出
た
者
は
、
そ
の
許
可
の
日
に
退
合
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
退
合
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
事
由
を
附
し
て
、
退
舎
願
を

学
生
部
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
月
の
中
途
に
お
い
て
退
会
す
る
者
は
、
そ
の
月
の
寄
宿

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
左
の
事
項
に
該
当
す
る
と
き
は
、
返
舎
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
。
寄
宿
舎
の
秩
序
を
み
だ
し
た
と
き

健
康
上
集
団
生
活
に
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き

所
定
の
期
日
ま
で
に
寄
宿
料
お
よ
び
電
力
料
を
納
付
し
な
い

757 
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第
十
三
条

管
理
上
必
要
な
細
則
は
、
別
に
定
め
る
。

法令・規制

同すの
規
程則
は

昭
和
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〔注〕

一
九
五
九
・
二
・
一

O
逢
示
第
二
号
で
廃
止
。

第 l編

学
生
寄
宿
舎
規
程

[
六
]

達
一
不
第
二
号

一
九
五
九
(
昭
和
三
四
)
年
二
月
一

O
日

京
都
大
学
学
生
寄
宿
舎
規
程

第
一
条
本
学
の
学
生
寄
宿
舎
は
、
次
の
各
寮
と
し
、
学
部
学
生
に

限
り
入
舎
さ
せ
る
。

京
都
大
学
晶
子
生
寄
宿
舎
吉
田
寮

京
都
大
学
学
生
寄
宿
舎
字
治
寮

京
都
大
学
学
生
寄
宿
舎
女
子
寮

第
二
条
学
生
寄
宿
舎
に
入
舎
を
希
望
す
る
者
は
、
所
定
の
願
書
に

履
歴
書
、
事
由
書
及
ぴ
写
真
(
名
刺
型
半
身
脱
帽
)
を
添
え
、
所
定

の
期
日
ま
で
に
、
学
生
部
長
あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
粂
入
舎
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
学
生
部
長
が
選
考
を
行
う
。

第
四
条
選
考
は
、
書
類
審
査
、
面
接
及
ぴ
健
康
診
断
に
よ
っ
て
行

、叶'。

第
五
条
入
舎
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
宣
誓
そ

の
他
人
舎
に
必
要
な
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

正
当
な
事
由
な
く
前
項
の
手
続
を
怠
り
、
ま
た
は
所
定
の
期
日

ま
で
に
入
舎
し
な
い
と
き
は
、
許
可
を
取
消
す
こ
と
が
あ
る
。

第
六
条
収
容
人
員
に
欠
員
を
生
じ
た
と
き
は
、
補
欠
入
舎
を
許
可

す
る
こ
と
が
あ
る
。

758 

入
舎
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
寄
宿
料
及
ぴ
光
熱
水
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
寄
宿
料
は
、
一
人
月
額
百
円
と
し
、
入
品
口
当
月
か
ら
退
舎

当
月
ま
で
、
毎
月
、
当
月
分
を
十
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
八
月
分
及
び
九
月
分
は
、
夏
季
休
暇
開
始
前

に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

2

月
の
中
途
に
お
い
て
入
舎
を
許
可
さ
れ
た
者
は
、
許
可
の
あ
っ

た
日
か
ら
十
日
以
内
に
当
月
分
の
寄
宿
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

3

寄
宿
料
は
、
外
泊
ま
た
は
旅
行
等
の
た
め
居
住
し
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
光
熱
水
料
の
額
及
ぴ
そ
の
納
期
は
、
別
に
指
示
す
る
。

第
十
条
受
理
し
た
寄
宿
料
及
ぴ
光
熱
水
料
は
、
返
還
し
な
い
。

第
十
一
条
在
舎
期
間
は
、
入
学
年
か
ら
起
算
し
て
、
正
規
の
卒
業

第
七
条



年
ま
で
と
す
る
。

2

た
だ
し
、
宇
治
寮
に
つ
い
て
は
、
入
学
後
一
年
を
限
度
と
す
る
。

第
十
二
条
退
舎
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
事
由
を
記
し
た
退
合

願
を
学
生
部
長
あ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
学
籍
を
失
っ
た
と
き
及
び
休
学
を
許
可
さ
れ
、
ま
た
は

A
叩
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
退
会
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
退
舎
さ
せ
る
こ

と
が
あ
る
。

寄
宿
舎
の
秩
序
を
乱
し
た
と
き

健
康
上
集
団
生
活
に
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き

所
定
の
期
日
ま
で
に
寄
宿
料
及
ぴ
光
熱
水
料
を
納
付
し
な
い

と
き

第
十
五
条

厚生補導等

必
要
あ
る
と
き
は
、
別
に
細
則
を
定
め
る
。

阿
貝

こ
の
規
程
は
、
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

次
の
規
程
は
、
廃
止
す
る
。

京
都
大
学
寄
宿
舎
宇
治
寮
規
程
(
昭
和
二
十
七
年
達
示
第
十
八
号
)

京
都
大
学
寄
宿
料
徴
収
規
程
(
明
治
三
十
年
達
示
第
十
五
号
)

附

第 11章

改
正

昭
三
四
・
三
・
二
総
長
裁
定
、
昭
三
六
・
三
・
七
達
示
五
号
、
昭
三
八
・

五・

二
一
途
示
一
七
号
、
昭
四
0
・
四
・
一
三
達
示
六
号
、
昭
六
三

・

五
・
ニ
四
達
一示
三
二
号

学
内
掲
示
・
集
会

学
内
掲
示
等
取
扱
規
程

[
六
]

告
示
第

三
ニ号

一
九
四
八
(
昭
和
二
三
)
年
一
一
一
月
七
日

学
内
掲
示
等
取
扱
規
程

て
学
内
の
放
送
、
掲
示
及
ぴ
配
布
用
、
撒
布
用
の
印
刷
物
、
伝
単
、

流
旗
そ
の
他
広
告
類
の
取
扱
は
別
段
の
定
め
あ
る
場
合
を
徐
き

こ
の
規
程
に
依
る
こ
と
。

二
、
本
学
放
声
装
置
の
使
用
は
事
務
局
庶
務
課
に
予
め
届
出
て
そ
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
。

但
し
そ
の
使
用
は
原
則
と
し
て
官
庁
事
項
の
伝
達
に
限
る
こ
と
。

三
、
掲
示
は
公
用
掲
示
、
一
般
掲
示
の
二
種
と
し
、
公
用
掲
示
は
公

用
掲
示
場
に
、
一
般
掲
示
は
一
般
掲
示
場
に
掲
出
す
る
こ
と
。

四
、
公
用
掲
示
は
本
学
名
又
は
部
局
名
を
も
っ
て
す
る
掲
示
に
限
り
、

そ
の
都
度
予
め
当
該
部
局
長
の
示
認
を
経
る
こ
と
。

五、

一
般
掲
示
は
公
用
掲
示
以
外
の
掲
示
と
す
る
こ
と
。

六
、
一
般
掲
示
は
事
務
局
会
計
課
に
掲
示
す
る
物
を
提
出
し
て
そ
の

永
認
印
章
を
受
け
る
こ
と
。
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法令・規則

一
般
掲
示
の
内
学
生
生
徒
に
関
す
る
も
の
は
事
務
局
輔
導
課
の

輔
導
の
も
と
に
同
学
会
が
こ
れ
を
取
扱
う
こ
と
。

八
、
一
部
局
限
り
の
掲
示
は
部
局
長
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
実
施

す
る
こ
と
。

九
、
掲
示
期
聞
の
経
過
し
た
も
の
は
責
任
者
に
お
い
て
速
か
に
撤
去

す
る
こ
と
。

十
、
印
刷
物
、
伝
単
、
流
旗
、
拡
声
器
そ
の
他
広
告
類
に
つ
い
て
は

公
用
の
も
の
は
公
用
掲
示
、
そ
の
他
の
も
の
は
一
般
掲
示
の
場

合
に
準
じ
て
そ
の
手
続
を
す
る
こ
と
。

十
て
掲
示
及
ぴ
配
布
用
、
撒
布
用
の
印
刷
物
、
伝
単
類
の
大
き
さ

は
、
原
則
と
し
て
日
本
標
準
規
格
B
4
判
以
内
と
す
る
こ
と
。

十
二
、
学
外
者
に
告
知
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
集
会
の
掲
示

に
つ
い
て
は
、
そ
の
場
所
及
び
規
格
を
制
限
し
な
い
こ
と
。

十
三
、
前
各
項
の
手
続
に
依
ら
な
い
も
の
は
取
扱
部
局
又
は
同
学
会

に
お
い
て
こ
れ
を
撤
去
没
収
す
る
こ
と
。

〔
?
?
〕

十
四
、
こ
の
規
程
は
昭
和
二
十
三
年
十
二
年
十
日
か
ら
こ
れ
を
施
行

す
る
。

七

第1編

改
正

昭
二
四
・
=
了
八
達
示
二
五
号

〔
注
〕
一
九
五
一
・
三
・
二
九
達
一
不
第
五
号
で
全
部
改
正
。

学
内
集
会
規
程

[
六
]

達
示
第
二
号

一
九
五
一
(
昭
和
二
六
)
年
二
月
二
八
日
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京
都
大
学
学
内
集
会
規
程

第
一
粂
学
長
の
管
理
に
属
す
る
地
域
又
は
建
物
そ
の
他
の
施
設
を

利
用
す
る
集
会
は
、
本
学
の
主
催
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規

程
に
よ
る
。

第
二
条
集
会
の
主
催
者
は
、
次
の
も
の
に
限
る
。

一
、
本
学
職
員
、

学
生
生
徒
の
団
体
で
、
学
長
の
承
認
し
た
も

σ〉
二
、
官
公
庁
又
は
団
体
で
、
そ
の
つ
ど
学
長
の
承
認
す
る
も
の

集
会
の
後
援
者
賛
助
者
等
に
つ
い
て
も
、
そ
の
つ
ど
学
長
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
集
会
は
、
次
の
場
合
を
除
き
、
学
外
者
の
参
加
を
許
さ
な

ぃ
。
但
し
、
特
別
の
詮
議
を
経
た
上
で
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

一
、
卒
業
生
懇
談
会
、
学
会
、
講
習
会
等
で
当
該
関
係
特
定
人

を
対
象
と
す
る
場
合

二
、
映
画
会
、
音
楽
会
、
演
劇
等
で
単
に
映
写
演
出
の
み
を
行

う
場
合

第
四
条
学
生
生
徒
を
構
成
員
と
す
る
団
体
が
主
催
す
る
集
会
は
、

輔
導
部
を
経
て
そ
の
他
の
も
の
は
、
事
務
局
を
経
て
別
に
定
め
る



様
式
の
集
会
許
可
願
を
学
長
に
提
出
し
て
、
そ
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
会
許
可
願
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
又
は

追
加
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
ま
た
同
じ
。

継
続
使
用
の
許
可
を
受
け
て
い
る
場
所
に
お
い
て
、
使
用
目
的
の

範
囲
内
で
集
会
を
行
う
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
そ

の
つ
ど
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
五
条
集
会
許
可
願
は
、
集
会
の
三
目
前
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
第
三
条
の
特
別
の
詮
議
を
経
る
場
合
は
、

五
目
前
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
主
催
者
、
開
催
場
所
、
参
加
者
の
範
囲
が
何
れ
も
部
局
限

り
の
集
会
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
に
よ
っ
て
部
局
長
が
取
扱
う
。

附

則

こ
の
規
程
は
、

昭
和
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
、

施
行
す
る
。

(
様
式

厚生補導等

会

許

願

左
記
に
よ
っ
て
集
会
を
開
催
致
し
度
い
の
で
許
可
下
さ
る
よ
う
御
願

い
致
し
ま
す
。 集

可

第 11主主

昭
和

年

月主
催
責
任
者
氏
名
殿

⑫ 

日

京
都
大
学
長

寸
F
L
M

吉
岡

一
、
名

一
、
日

時称

昭
和

一

、

場

所

一

、

目

的

一
、
主
催
者

一
、
後
援
者
賛
助
者

一
、
参
加
者
の
範
囲
及

参
加
予
定
者
数

一
、
入
場
料
を
徴
収
す

る
場
合
は
そ
の
金
額

一
、
会
次
第

改
正

開
会
年

月午
前
午
後

午午
後前

日
時

分

閉
会

時

分

昭
二
七
・
五
・
八
学
長
裁
定
、
一
一
・
四
達
示
二
三
号

761 



法令・規則

学
内
団
体
規
程
〔
抄
〕

[
六
]

達
示
第
三
号

一
九
五

一
(
昭
和
二
六
)
年
二
月
二
八
日

第 1編

京
都
大
学
学
内
団
体
規
程

第
一
条
本
学
の
職
員
又
は
学
生
生
徒
が
、
学
内
活
動
を
行
う
団
体

を
結
成
す
る
と
き
は
、
こ
の
規
程
に
よ
る
。

第
二
条
前
条
の
学
内
団
体
は
、
本
学
の
職
員
、
学
生
生
徒
又
は
特

定
の
本
学
関
係
者
の
み
を
も
っ
て
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
職
員
が
、
学
内
団
体
を
結
成
し
た
と
き
は
、
事
務
局
を
経

て
学
長
に
団
体
結
成
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学
生
生

徒
の
み
を
も
っ
て
又
は
学
生
生
徒
が
、
他
の
者
と
共
同
し
て
学
内

団
体
を
結
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
輔
導
部
を
経
て
学
長
に
団

体
結
成
願
を
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

団
体
の
届
出
事
項
を
変
更
し
た
と
き
又
は
承
認
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
も
、
ま
た
同
じ
。

前
項
の
届
出
又
は
願
出
の
様
式
は
、
別
に
定
め
る
。

第
四
条
前
条
に
よ
り
承
認
を
う
け
た
団
体
に
承
認
事
項
を
守
ら
な

い
行
為
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
承
認
を
取
消
す
こ
と
が
あ
る
。

承
認
を
受
け
た
団
体
は
、
毎
年
五
月
十
五
日
ま
で
に
承
認
更
新
届

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
提
出
の
な
い
と
き
は
、
解
散
し

た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
条
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
な
し
又
は
承
認
を
う
け
た

団
体
が
、
解
散
し
た
と
き
は
、
学
長
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
団
体
の
構
成
員
の
所
属
が
部
局
限
り
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

こ
の
規
程
に
よ
り
部
局
長
が
取
扱
う
。

但
し
、
学
生
生
徒
を
含
む
団
体
に
つ
い
て
は
、
部
局
長
は
、
学
長

と
協
議
し
て
取
扱
う
。

附

762 

ロ貝

一
、
こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
一
日
か
ら
、
施
行
す
る
。

二
、
こ
の
規
程
施
行
前
に
結
成
さ
れ
た
団
体
も
こ
の
規
程
に
よ
り

取
扱
、
っ
。
〔
別
紙
様
式
略
〕

四

学
内
掲
示
等
規
程

[
六
]

達
示
第
五
号

一
九
五
二
昭
和
二
六
)
年
三
月
二
九
日

京
都
大
学
学
内
掲
示
等
規
程

第

一
条
学
内
周
知
を
目
的
と
す
る
掲
示
、
放
送
、
配
布
用
ま
た
は

撒
布
用
の
印
刷
物
、
伝
単
、
流
旗
、
プ
ラ
カ
ー
ド
、
立
看
板
お
よ

び
広
告
類
の
取
扱
は
公
用
の
も
の
を
除
き
こ
の
規
程
に
よ
る
。

第
二
条
掲
示
は
京
都
大
学
学
内
団
体
規
程
に
よ
り
学
長
の
承
認
し



厚生補導等

た
団
体
、
本
学
職
員
学
生
生
徒
が
行
う
も
の
に
限
る
。

学
外
者
に
よ
る
掲
示
に
つ
い
て
は
本
学
が
特
に
必
要
と
認
め
た
広

告
類
に
限
り
許
可
す
る
こ
と
が
あ
る
。

第
三
条
掲
示
の
う
ち
本
学
職
員
に
よ
る
も
の
は
事
務
局
に
、
そ
の

他
の
も
の
は
輔
導
部
に
提
出
し
て
許
可
を
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
許
可
は
印
章
を
押
捺
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

〔
?
?
〕

第
四
条
掲
示
は
本
学
の
定
め
る
一
般
掲
示
所
以
外
の
場
所
に
行
う

て
は
な
ら
な
い
。

第
五
条
掲
示
の
大
き
き
は
お
お
む
ね
日
本
標
準
規
格

B
4
判
以
内

と
す
る
。
た
だ
し
関
係
部
局
で
特
に
必
要
と
認
め
、
か
つ
掲
示
場

所
を
指
定
す
る
も
の
に
限
り
日
本
標
準
規
格

B
2
判
(
新
聞
紙
二
頁

大
)
以
内
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
学
外
者
に
告
知
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
集
会
の
掲
示
の

大
き
さ
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
は
関
係
部
局
の
指
示
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
立
看
板
は
縦
二
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
以
内
の
も
の
と
す
る
。

第
七
条
掲
示
期
間
の
経
過
し
た
掲
示
は
責
任
者
に
お
い
て
直
ち
に

撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
掲
示
以
外
の
印
刷
物
、
伝
単
、
流
旗
、

プ
ラ
カ
ー
ド
、
放

送
、
お
よ
び
広
告
類
に
つ
い
て
は
掲
示
に
準
じ
て
取
り
扱
う
。
た

第 11章

だ
し
印
刷
物
、
伝
単
に
つ
い
て
は
許
可
の
日
付
、
番
号
等
を
こ
れ

ら
に
記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
許
可
の
印
章
に
か
え
る
こ
と
が
で
き

ヲ
匂
。

第
九
条

前
各
条
に
反
す
る
も
の
は
撤
去
す
る
。

部
局
所
属
の
施
設
を
使
用
す
る
掲
示
等
は
こ
の
規
程
に
よ

り
当
該
部
局
長
が
取
り
扱
う
。

附

則

こ
の
改
正
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
条

改
正

昭
二
七
・
五
・
八
総
長
裁
定

四

学

生

懲

戒

学
生
懲
戒
内
規

[
一
六
]

評
議
会
決
定

一
九
三
七
(
昭
和
三
乙
年
四
月
一
一
一
一
日

学
生
懲
戒
内
規

第

一
条

学
生
ヲ
懲
戒
ニ
附
ス
ル
ニ

ハ
懲
戒
委
員
会
ノ
意
見
ヲ
開
ク

コ
ト
ヲ
要
ス
但
シ
謎
責
ニ
処
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ル
場
合
ハ
此
ノ
限

763 

ニ
在
ラ
ス



法令・規則

前
項
但
書
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
予
メ
当
該
学
部
長
ノ
意
見
ヲ
聞
ク
コ

ト
ヲ
要
ス

第
二
条
懲
戒
委
員
会
ハ
各
学
部
教
授
中
ヨ
リ
総
長
ノ
命
シ
タ
ル
委

員
若
干
名
ヲ
以
テ
組
織
ス

第
三
条
情
状
懲
戒
ヲ
必
要
ト
ス
ル
ノ
程
度
ニ
逮
セ
サ
ル
場
合
ト
雄

モ
総
長
ハ
期
間
ヲ
定
メ
又
ハ
定
メ
ス
シ
テ
謹
慎
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
第
四
条

第 1編

学
生
ヲ
懲
戒
ス
ヘ
キ
場
合
ニ
於
テ
総
長
ハ
情
状
ニ
依
リ
期

間
ヲ
定
メ
又
ハ
定
メ
ス
シ
テ
謹
慎
ヲ
命
シ
懲
戒
ヲ
猶
予
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
懲
戒
ノ
猶
予
ヲ
為
ス
ニ
ハ
懲
戒
委
員
会
ノ
意
見
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
要

ス
第
五
条
懲
戒
猶
予
ノ
期
間
中
不
護
慎
ナ
ル
行
為
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

総
長
ハ
懲
戒
委
員
会
ノ
意
見
ヲ
関
キ
懲
戒
ノ
猶
予
ヲ
取
消
シ
停
学

又
ハ
放
学
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
六
条
放
学
ニ
処
ス
ヘ
キ
行
為
ノ
嫌
疑
ア
ル
者
ニ
シ
テ
現
ニ
停
学

ニ
処
ス
ル
ヲ
相
当
ト
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
総
長
ハ
再
度
ノ
懲
戒
ヲ

留
保
シ
之
ニ
停
学
ヲ
命
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

〔注〕

一
九
五
二
・
一

0
・二

O
達
示
第
二
二
号
で
廃
止
。

学
生
懲
戒
手
続
規
程

[六
]

達
示
第
二
二
号

一
九
五
二
(
昭
和
二
七
)
年
一

O
月
二

O
日

764 

学
生
懲
戒
手
続
規
程

第

一
条

学
生
の
懲
戒
に
関
し
て
は
、
学
生
懲
戒
委
員
会
(
以
下
委
員

会
と
い
う
。
)
の
審
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
学
長
は
、
委
員
会
を
設
け
る
に
先
立
っ
て
そ
の
可
否
を
輔

導
会
議
に
諮
問
す
る
。

第
三
条
委
員
会
は
、
各
学
部
及
ぴ
分
校
の
教
授
の
う
ち
か
ら
学
長

が
命
じ
た
者
若
干
名
で
構
成
す
る
。

第
四
条
学
長
は
、
委
員
会
を
招
集
し
て
議
長
と
な
る
。

第
五
条
委
員
会
は
、
そ
の
審
議
を
終
っ
た
と
き
解
散
す
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

昭
和
十
二
年
四
月
二
十
二
日
評
議
会
決
定
の
学
生
懲
戒
内
規

は
、
廃
止
す
る
。

改
正

昭
二
九
・
五
・
二
O
学
長
裁
定
、
昭
四
三
・
七
・
二
回
総
長
裁
定
、
平

四
・
一

0
・ニ
O
逮
示
四
O
号
、
平
八
・
五
・
一
四
達
示
四
五
号



五

入
学
に
関
す
る
附
則

入
学
ニ
関
ス
ル
附
則

[
八
]

一
九
O
O
(明
治
三
一
二
)
年
一
一
一
月
二
七
日

第
一
条
京
都
帝
国
大
学
入
学
ニ
関
ス
ル
附
則

入
学
ニ
関
ス
ル
事
務
ハ
本
学
本
部
ニ
於
テ
取
扱
フ
モ
ノ
ト

ス

厚生補導等

第
二
条
入
学
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
左
ノ
時
限
ヲ
以
テ
左
記
ノ
書
式

ニ
依
リ
入
学
願
書
ヲ
差
出
ス
へ
シ

第
一
一
項
高
等
学
校
大
学
予
科
及
文
部
大
臣
ニ
於
テ
高
等
学
校
大

学
予
科
同
等
ト
認
メ
ラ
レ
タ
ル
学
校
卒
業
者
ニ
在
リ
テ
ハ
甲
号

室
田
式
ニ
ヨ
リ
毎
年
七
月
三
十
一
日
限
リ

第
二
項
本
大
学
分
科
大
学
通
則
第
八
条
第
二
項
ニ
ヨ
リ
入
学
試

問
ヲ
要
ス
ル
者
ニ
在
リ
テ
ハ
乙
号
室
田
式
ニ
ヨ
リ
毎
年
六
月
十
五

日
限
リ

第
三
条

入
学
ス
ル
者
ハ
左
ノ
順
位
ニ
従
ヒ
之
ヲ
許
可
ス
ル
モ
ノ
ト

第 11章

ス第
一
項
高
等
学
校
大
学
予
科
卒
業
者
ニ
シ
テ
前
年
選
抜
試
問
ノ

成
績
ニ
因
リ
落
撲
シ
タ
ル
者

第
二
項
高
等
学
校
大
学
予
科
卒
業
者
ニ
シ
テ
本
年
入
学
ヲ
出
願

シ
タ
ル
者
若
ク
ハ
前
年
ノ
卒
業
者
ニ
シ
テ
第
一
項
ニ
属
セ
サ
ル

者
第
三
項
他
ノ
帝
国
大
学
学
生
ニ
シ
テ
転
学
ヲ
望
ム
者
又
ハ
当
初

志
望
ノ
学
科
ヲ
変
更
セ
ン
ト
欲
ス
ル
者

第
四
項
文
部
大
臣
ニ
於
テ
高
等
学
校
大
学
予
科
同
等
ト
認
メ
ラ

レ
タ
ル
学
校
ノ
卒
業
者

第
五
項
前
条
第
二
項
ニ
ヨ
リ
テ
出
願
シ
其
試
問
ニ
及
第
シ
タ
ル

者
以
上
ノ
各
項
ニ
属
セ
サ
ル
者
ノ
順
位
ハ
評
議
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
臨

時
之
ヲ
定
ム

第
四
条
前
条
第
一
項
ニ
属
ス
ル
入
学
志
望
者
ノ
数
定
員
ニ
超
過
ス

ル
ト
キ
ハ
分
科
大
学
通
則
第
七
条
但
書
ニ
従
ヒ
入
学
者
ヲ
定
メ
若

シ
成
績
同
一
ナ
ル
ト
キ
ハ
拍
銭
ヲ
以
テ
其
先
後
ヲ
定
ム

第
一
項
及
第
二
項
ニ
属
ス
ル
入
学
者
ノ
数
合
セ
テ
定
員
二
超
過
ス

ル
ト
キ
ハ
第
二
項
ニ
属
ス
ル
者
ニ
限
リ
試
問
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
以

下
之
ニ
倣
フ

第
五
条
前
条
ノ
選
抜
試
問
ニ
出
席
セ
サ
ル
者
ハ
其
順
位
ヲ
次
位
ニ

繰
下
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
高
等
学
校
大
学
予
科
ニ
於
テ
追
試
験
ヲ
受
ク
ル
為
メ
第
二

条
第
一
項
ノ
時
限
ヲ
経
過
シ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
九
月
二
十
五
日
迄
ニ
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入
学
ヲ
出
願
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
欠
員
ア
ル
場
合
ニ
限
リ
之
ヲ
許
可
ス

ル
コ
ト
ア
ル
へ
シ

第
七
条
入
学
ハ
宣
誓
式
ニ
図
テ
確
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
病
気
其
他
ノ
事
故
ニ
依
リ
宣
誓
式
ノ
当
日
出
席
ス
ル
コ
ト
ヲ

得
サ
ル
者
ハ
学
籍
簿
ニ
自
ラ
記
名
ス
ル
ヲ
以
テ
宣
誓
ヲ
ナ
シ
タ

ル
者
ト
見
倣
シ
入
学
ヲ
確
定
ス

第l編

甲
号
室
田
式
(
用
紙
美
濃
紙
)

注
意
(
群
噌
報
知
一
間
叫
一
月
一
雄
一
%
一
醐
M
M
)

入
学
願
書

私
儀
賞
大
学
何
科
大
学
何
学
科
修
業
ノ
為
メ
入
学
致
度
別
紙
卒
業

証
書
及
履
歴
書
相
添
此
段
相
願
候
也

族
籍
某
何
男
或
ハ
弟

現
住
所

年
月
日

京
都
帝
国
大
学
総
長
何
某
殿

履

歴

書

何

某

族
籍
某
何
男
或
ハ
弟
何

某
何
年
何
月
生

一
年
月
日

何
中
学
卒
業

一
年
月
日
何
高
等
学
校
入
学

一
年
月
日
何
高
等
学
校
何
科
卒
業
(
卒
業
証
書
添
付
)

賞
ヲ
受
ケ
シ
事
項

罰
ヲ
受
ケ
シ
事
項

右
之
通
ニ
候
也

766 

何

⑮ 

某

乙
号
書
式
(
用
紙
美
濃
紙
)

注
意
(
昨
械
祥
雄
一
蹴
堵
清
…
書
等
ハ
凡
テ
)

入
学
願
書

私
儀
今
般
貴
大
学
何
科
大
学
へ
何
々
学
科
修
業
ノ
為
メ
入
学
致
度

候
ニ
付
御
試
問
ノ
上
入
学
御
許
可
被
成
下
度
学
業
履
歴
書
相
添
此

段
相
願
候
也

族
籍
何
某
何
男
或
ハ
弟

現
住
所

年
月
日

京
都
帝
国
大
学
総
長
何
某
殿

履

歴

書

⑮ 

何

某

族
籍
某
何
男
或
ハ
弟

百
円
!

某
何
年
月
日
生



一
年
月
日

一
年
月
日

一
年
月
日

一
年
月
日

一
前
右
之
通
リ
ニ
候
也

改
正

厚生補導等第 11章

何
中
学
校
卒
業

ヨ
リ
年
月
日
マ
テ
何
々
学
校
ニ
於
テ
何
科
修
業

何
々
学
校

ニ
入
学

何
々
学
校
卒
業

何

某

⑫ 

明
三
五
・
五
・
一
七

767 
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